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＜内容＞
（本文は英語です）

●人身売買サバイバーたちの告白

イタリアでの医療補助の仕事が
あるとだまされてしまったモルド
バ人のオルガ。ナイジェリアのブ
ライトは、イタリアの病院での職
を約束されイタリアに渡り、自分
は大丈夫と信じていたにもかか
わらず人身売買されてしまった。
彼女たちは、どのような境偶で、
どんな手ロでだまされ、いかなる
被害に遭ったのだろうか。

●あなたのすぐそばで微笑むトラフィッカーたち

トラフィッカー（人身売買業者）と聞けば、マフィアや暴カ
団のことを思い浮かべることが多いだろう。しかし、それ
が常に正解とは限らない。身近にいる意外な人々が、
その本性を隠している場合もあるのだ。

●両極端なセックスワークの形態

だまされた結果人身売買に遭い、脅されながらセックス
ワークを強制されている人もいれば、食べていくために
自ら進んでセックスワークを始める人もいる。それぞれ
の経験者がその考えと体験を語る。

●人身売買取り締まりの光と陰

すべてのセックスワーカーを単に犯罪者や被害者とし
て扱うだけでは、人身売買を根絶することはできない。
保護する対象の女性たちの人権や生活を尊重すること
はもちろん、自発的にセックスワークに携わっている
人々が現場で行っている反人身売買活動との連携も求
められている。
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セックス・トラフィッキング～世界の人身売買の現状とは

＜内容＞

(本文は日本語です)

1　イントロダクション
― 性的搾取と人身売買

2　人身売買の現状にどう取り組むのか

世界のどの国も決して無関係ではない
人身売買の問題。送り出し国として、経
由国として、または受け入れ国として、
たたけばほこりが出ない国は存在しな
い。現代の奴隷制である人身売買、特
に性的搾取を目的とした人身売買がど
のような形で存在し、いかにして被害者
を生み出しているのかを探る。

11　セックス・トラフィッキング ─ その事実

世界でまん延する人身売買という疫病とも言うべきものの現状
はどうなっているのだろうか？　どんな人々が犠牲となって、ど
こからどこへ売られてゆき、それによって誰がどのくらいの利益
を手にしているのだろうか？　買う側の需要はどれほどのもの
なのだろうか？　世界はこの問題にどう立ち向かっていこうとし
ているのか？　さまざまな角度からデータを見ながら考えてみ
よう。

17　人身売買を食い止めろ！

世界では、人身売買の送り出し国から受け入れ国まで、多様な
取り組みが市民や政府によって行われている。その中でもユ
ニークで、活動のヒントになりそうな取り組みをいくつか紹介す
る。　

【日本発のリポート】
22　日本の人身売買の経緯、そして現状と課題
      齋藤百合子（恵泉女学園大学／人身売買禁止ネットワーク）

34　コンタクトポインツ
今月のトピックをもっと深く知りたい、何か行動したいという人
のための日本の情報源。

36　世界の国のプロフィール － コスタリカ

40　世界のニュース
●人間らしい生活ができる賃金を（社会運動）
●ビッグバッドワールド（風刺漫画）

***NIジャパンはNIからの翻訳記事を中心に構成されています***

⇒ウェブサイトでも翻訳を一部掲載中

NI（英語、A4・カラー、約40ページ）と日本編集のNIジャパン
(日本語、A5・モノクロ、40ページ)をセットでお届けします。

【定期購読（1･2月号は合併号のため年11回発行）】
NI & NIジャパン 1年（11冊）＝¥10,500 2年（22冊）＝¥19,000
NIジャパンのみ 1年（11冊）＝ ¥5,000 2年（22冊）＝ ¥9,000
NIのみ  1年（11冊）＝ ¥8,000 2年（22冊）＝¥14,000

【最新号／バックナンバー】＞＞＞ ¥400～¥1,000

＜お問い合わせ・お申し込み＞

ニュー・インターナショナリスト・ジャパン　　　有限会社インティリンクス

〒182-0035　東京都調布市上石原1-36-6 西調布シティ303　　　Tel / Fax：042-498-3126

E-mail：nij@ni-japan.com　　　URL　http://www.ni-japan.com

＊ホームページでは、購読お申し込みやバックナンバー照
会、無料メールマガジン申し込み等がご利用頂けます。

性的な搾取を目的とした人身売買は、過去10年で大幅

に増加している。推定で100万人が性産業に売られて

いくが、そのほとんどが少女や女性である。その被害

者たちは、粗暴な犯罪組織だけでなく、信頼を置く家族

の手によっても売り渡されている。この問題に無関係で

あると言える国などはなく、どの国も何らかの形でどこ

かでつながりがある。今月のNIでは、グローバル化の

最も残酷な象徴と言えるこの問題について探る。

このほかの記事の詳細はウェブサイトをご覧ください
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